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［問い合わせ先：京都府農林水産技術センター農林センター森林技術センター　TEL 0771-22-1790］
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４０　木質系未利用資源を活用したウメ園地若返り技術の開発

和歌山県農林水産総合技術センター林業試験場　　橋本 千賀子

研究の背景・ねらい
　木質バイオマスの有効活用は、地球温暖化の防止や循環型社会の形成、山村地域の活性化等につながる重要な課
題であり、そのひとつとして木材を炭化して利用する方法があります。木材炭化物は、燃料、土壌改良材、水質改
善用資材などとして幅広く利用されていますが、利用に際して、炭化物の特性を十分に把握しておくことが必要で
あると考えられます。
　本県はウメの一大産地ですが、老木園の増加とウメ園地の若返りが問題となっています。しかし、改植の際には
生産性が低下する連作障害が深刻になっており、対策技術が求められています。そこで、本研究では、針葉樹や果
樹剪定枝など木質系未利用資源から炭化物を試作し、連作障害の原因とされる生育阻害物質の低減効果について検
討しました。なお、本研究は、当試験場と和歌山県農林水産総合技術センター果樹試験場うめ研究所、国立大学法
人鳥取大学との共同研究により実施しました。

成　　果
　材料および炭化温度の違いが炭化物の性質に及ぼす影響を明らかにするため、スギ、ヒノキの小径丸太およびそ
の樹皮、タケ、ウメ伐採枝（剪定枝、枝直径が 10 cm 未満および 10 cm 以上の枝の３区分）から、試験用炭化装
置を用いて異なる炭化温度で炭化物を作出し（写真１）、その性質を比較しました。
　比表面積については、炭化温度が高くなるほど大きくなる傾向がみられました（図１）。また、スギ樹皮、ヒノ
キ樹皮についてはそれぞれの材部に比べて大きく、ウメでは枝直径が小さくなるほど大きくなる傾向がありました。
比表面積の増大と共に吸着性能がより高くなる可能性が示されました。
　ウメの生育阻害物質と考えられているフェノール性物質の吸着率は、炭化温度が高いほど高くなり、特に炭化温
度が 900℃の場合、生育阻害低減効果が認められている市販活性炭と同等の吸着能を示すことがわかりました（図
２）。

成果の活用
　研究成果については、学会等での発表の他に、当試験場で刊行している業務報告やホームページ等を通じて公表
しています。
　また、本研究の成果の活用については、県内関連企業等を対象に技術の普及を進めているところです。
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［問い合わせ先：和歌山県農林水産総合技術センター林業試験場　TEL 0739-47-2468］
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４１　アカマツを利用した菌根性きのこの栽培

岡山県農林水産総合センター森林研究所　　藤原 直哉

研究の背景・ねらい
　岡山県では、マツタケを代表に、ホンシメジ、アミタケ、コウタケ、ショウロ等菌根性きのこが好まれ、独特の
食文化を形成しています。都市部の住民においても、きのこ狩りは実益があり、森林浴によって本格的な秋の到来
を実感することができることから人気が高く、きのこ狩りを通じた森林体験や都市と中山間地の交流が盛んになり、
中山間地の活性化に繋がっています。そこで当研究所では、里地里山の有効利用や中山間地域の活性化を目的とし
て、菌根性きのこの栽培に役立つ手法について検討し、簡易な菌根苗の作製法などが開発できたので報告します。

成　　果
１　菌根性きのこの簡易な感染苗作製法と、菌根性きのこのアカマツのポット苗木を利用した林地での人工栽培方
法を開発しました。
(1) ホンシメジ等菌根性きのこの感染苗の育成方法として、当研究所が開発した、休眠を人工的打破し発根を促
進したアカマツ苗木と、種菌をポット苗作製時に組み合わせる「二段ポット苗木法」により、ホンシメジ、ショ
ウロ、アミタケの菌が感染した苗木を簡易に育成することができました（図１）。

(2) また、ホンシメジについては、自然に分解されるバイオマスプラスチック素材のフィルムで被覆した種菌を、
直接コナラやクヌギの苗木の根に巻き、林地へ植栽する感染および林地での栽培法を開発、その有効性を調査
しました。その結果、写真１に示す様に子実体の発生がみられ、本法の実用性が確認できました。

２　マツタケの発生不良の対策に役立つ、マツタケの発生環境を改善する２つの手法が開発できました。
(1) マツタケについては、高温障害による発生不良の対策として、シロの庇陰と 10cm厚の客土によって、最高
地温をそれぞれ１℃抑制することができました（図２）。

(2) シロの乾燥防止対策として、植木鉢を埋設しその中に注水する方法により、800ml ／日の水を１週間以上シ
ロに給水することができました（写真２）。

成果の活用
　上記の成果は、当研究所研究成果発表会、県下の林業研究グループ発表会、林業普及指導員研修大会、栽培講習
会などで発表すると同時に、研究報告やホームページで公開しています。さらに、林業普及指導員、林研グループ、
地域住民等を対象に現地指導を行うことにより、県内各地へ広まっています（写真３）。今後これらの成果を踏まえ、
里山の利用や中山間地域の活性化が図られることを願っています。
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［問い合わせ先：岡山県農林水産総合センター森林研究所　TEL 0868-38-3151］
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４２　高収量・高品質シイタケ栽培技術（第２報）

徳島県立農林水産総合技術支援センター森林林業研究所　西澤 元

研究の背景・ねらい
　徳島県は、生シイタケの生産量が全国１位となっており、本県の農林水産物で重要な位置を占めています。現在、
その栽培は、菌床栽培が主流となっており、当研究所では、収量を増加させるため栽培技術の改良に取り組んでき
ました。
　これまでの研究で、核酸関連物質(商品名：RNA-M、販売元：日本製紙ケミカル(株 )、写真１)、またはクエン酸鉄(販
売元：関東化学 ( 株 )、写真２) を菌床培地に添加すると、シイタケの収量が増加するだけでなく、シイタケ中の旨
味成分であるグアニル酸と鉄分がそれぞれ増加することが分かっています。
　そこで今回は、栄養成分の付加技術に着目し、RNA-M とクエン酸鉄を併せて菌床培地に添加することにより、
シイタケの収量と共に、シイタケ中のグアニル酸と鉄分が増加することが判明したので報告します。

成　　果
１　シイタケ菌の品種は、森 XR-1 号を用い、菌床培地に RNA-M、クエン酸鉄を培地絶乾重量の１％、それぞれ
別に添加、または同時に添加して収量を調査しました。試験区の名称は、RNA-Mを R、クエン酸鉄を Fe の略号
を用い、それぞれ無添加の培地を R0Fe0、RNA-Mを１％添加した培地を R1Fe0、クエン酸鉄を１％添加した培
地を R0Fe1、RNA-Mとクエン酸鉄をそれぞれ１％添加した培地を R1Fe1 としました。

　　写真３は、R1Fe1 の１次発生の様子です。４次発生までの結果として、両方を添加した R1Fe1 区の発生重量
は、無添加の R0Fe0 区より増加しましたが、それぞれを単体で添加した R1Fe0 区、R0Fe1 区より大きく増加せ
ず、相乗効果は認められませんでした。

　　また、Ｍサイズ以上の発生個数の増加は、クエン酸鉄より RNA-M添加の方がより寄与していると推察されま
した ( 表１)。

２　採取したシイタケを傘と柄に切り分け、添加率、発生次（発生回）、測定部位別にグアニル酸、鉄含有量を測
定しました。

　　グアニル酸含有量は、発生回数を重ねるにつれて減少していき、すべての発生次において、無添加の R0Fe0
区と比べて、RNA-Mを添加している R1Fe0 区、R1Fe1 区で増加し、ほぼ同等量となりました。

　　また、鉄含有量も、発生回数を重ねるにつれて減少していき、すべての発生次において、無添加の R0Fe0 区
と比べて、クエン酸を添加している R0Fe1 区、R1Fe1 区は増加し、ほぼ同等量となりました ( 図１、２)。

３　以上の結果から、RNA-Mとクエン酸鉄を併せて１％添加することによって、シイタケの収量とシイタケ中の
グアニル酸、鉄含有量を同時に増加させ、市場価値の高いＭサイズ以上の発生個数の増加を促し、市場価値の低
いＳサイズと奇形の発生個数の増加を抑えることができました。

成果の活用
　研究成果を「平成 23 年度　農林水産業における主要な研究成果の紹介 ( 徳島県立農林水産総合技術支援セン
ター、平成 23年６月 )」にとりまとめました。「技術情報カード　№ 133( 徳島県立農林水産総合技術支援センター
森林林業研究所、平成 23年３月 )」を作成し、シイタケ生産者に配布するとともに、当研究所のホームページに
掲載しました。また、森林林業研究発表会、日本きのこ学会において発表し、成果を広く公表しました。
　今後、普及担当との連携により、高収量・高品質シイタケ栽培技術の現場へ定着を図ります。
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［問い合わせ先：徳島県立農林水産総合技術支援センター森林林業研究所　TEL 088-632-4237］
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